
紙おむつリサイクルガイドラインの対象読者と作成方針

主たる対象者

• 自治体の担当者

紙おむつリサイクルの導入を検討する際の情報として、紙おむつ処理の現状や紙おむつリ

サイクルの効果を掲載する。

紙おむつリサイクルを導入する場合の仕組みづくりに資する情報として、紙おむつの消費

量・排出量の推計方法や、分別方法、収集・運搬方法、リサイクル方式、住民や事業者へ

の周知方法を紹介する。

参考資料として、紙おむつリサイクルの方式の詳細や紙おむつリサイクルによる環境負荷

低減効果等を説明する。

その他の対象者

• 紙おむつ製造業者、紙おむつ排出事業者、紙おむつの処理・リサイクルに関わる事業者
（収集運搬業者、処理業者、リサイクル事業者等）、紙おむつリサイクル製品に関わる事

業者（リサイクル品を採用する事業者等）

必要に応じて参照いただく。

資料６



紙おむつリサイクルガイドライン 骨子案

3.1 紙おむつ排出状況の把握（家庭系、事業系）

3.2 紙おむつの収集・運搬方法の検討（家庭系・事業系）

3.3 紙おむつリサイクル方式の検討

3.4 紙おむつリサイクルの周知（住民向け、事業者向け）

1. 本ガイドラインについて 1.1 ガイドラインの目的・位置づけ

1.2 ガイドラインの対象者・使い方

2.1 紙おむつの消費量・排出量

2.2 紙おむつ処理の現状

2.3 紙おむつリサイクルの効果（環境面、経済面、社会面）

2. 紙おむつをめぐる状況
（紙おむつリサイクル導入検討のため
の情報）

3. 紙おむつのリサイクル導入
に向けた検討
（紙おむつリサイクルの仕組みづくり
のための情報）

4. 今後の紙おむつリサイクル
への期待 4. 今後の紙おむつリサイクルへの期待

5. 参考資料 各リサイクル方式の詳細・環境負荷低減効果等の説明


